
一
八

  
「
彼
は

中
く

ら

い
の

背
丈
で
、

華
奢
な
体
躯
で

あ

り
、

髯
は

少
な

く

は

な

は

だ

声
は

快

調
で
、

極
度
に

戦
を

好
み
、

軍
事
的
修
練
に

い

そ

し

み
、

名
誉
心
に

富
み
、

正
義
に

お

い

て

厳
格
で

あ

っ

た
。

彼
は

自
ら

に

加
え

ら

れ

た

侮
辱
に

対
し

て

は

懲
罰
せ

ず

に

は

お

か

な

か

っ

た
。

幾
つ

か
の

こ

と

で

は

人
情
味
と
慈
愛
を

示
し

た
。

彼
の

睡
眠
時
間
は

短

く

早
朝
に

起
床
し

た
」
「
酒
を

飲
ま

ず
、
食
を

節
し
、
人
の

取
扱
い

に

は

き

わ

め

て

率
直

で
、
自
ら
の

見
解
に

尊
大
で

あ

っ

た
」「
彼
は

自
邸
に

お

い

て

き

わ

め

て

清
潔
で

あ

り
、

自
己
の

あ

ら

ゆ

る

こ

と

を

す

こ

ぶ

る

丹
念
に

仕
上
げ
、

対
談
の

際
、

遷
延
す

る

こ

と

や
、

だ

ら

だ

ら

し

た
前
置
き

を

嫌
い
、
ご

く

卑
賤
の

家
来
と

も

親
し

く

話
を

し

た
」「
彼
は

少

し

く

憂
鬱
な

面
影
を
有
し
、

困
難
な
企
て

に

着
手
す

る

に
当
た

っ

て

は

は

な

は

だ

大
胆

不
敵
で
、
万
事
に

お

い

て

人
々
は

彼
の

言
葉
に

服
従
し

た
」
。
引
用
が

長
く

な

り

ま

し

た

が

こ
の

「
彼
」

っ

て

い

っ

た

い

誰
で

し

ょ

う

か
。

も

っ

と

も

こ

れ

だ

け

で

は

わ

か

り

ま

せ

ん

よ

ね
。

正
解
は

織
田
信
長
で

す
。

こ
の

大
胆
・
細
心
・

禁
欲
的
そ

し

て
合
理
的
な

小
宮
山
博
史

四
角
の

な
か
に

押
ι
込
め
る
こ
と
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四角のなかに押し込めること



一
九

信
長
の

人
物
像
を

書
き
残
し

た
の

は
、

ポ

ル

ト

ガ

ル
人
宣
教
師
ル
イ

ス

・

フ

ロ
イ

ス

で

す
。

フ

ロ

イ

ス

は

一
五
六
三
（
永
禄
六
）

年
来
日
し
、

三
〇
余
年
を

日
本
で

過
ご

し

一
五

九
六
（
慶
長
二
）

年
長
崎
で

没
し

ま

し

た
。

晩
年
の

十
数
年
を

『
日
本
史
』

の

執
筆
に

費

や

し

ま

し

た

が
、

こ
の

文
章
は

そ
の

中
の

第
一
部
八
三
章
の

冒
頭
に

書
か

れ

て

い

ま

す

（
中
公
文
庫
『
完
訳
フ

ロ

イ

ス

日
本
史
２
』

松
田
毅
一
・

川
崎
桃
太
訳
、

二
〇
〇
〇
年
）
。

こ
の

ル
イ

ス

・

フ

ロ
イ

ス
の

名
前
を
冠
し

た

道
が

長
崎
に

あ

り

ま

す
。

長
崎
県
庁
の

前
か

ら

ほ

ぼ

北
へ

ま

っ

す

ぐ

走
る
の

が

国
道
三
四
号
線
。

そ
の

一
本
東

側
で
、

三
四
号
線
と
平
行
す

る

道
が

「
フ

ロ
イ

ス

通
り
」

で

す
。

フ

ロ
イ

ス

通
り

は

県

庁
前
万
才
町
五
丁
目
の

長
崎
グ

ラ

ン

ド

ホ

テ

ル

前
か

ら

始
ま

り
、

万
才
町
と

興
善
町
の

間
を
抜
け

て

い

き

ま

す
。

長
崎
グ

ラ

ン

ド

ホ

テ

ル
の

玄
関
脇
に

は

「
本
木
昌
造
宅
跡
」

の

碑
が

建
っ

て

い

ま

す
。

元
阿
蘭
陀
通
詞
で

日
本
の

近
代
活
版
術
の

創
製
者
で

あ

る

本

木
昌
造
の

旧
宅
は
、

大
村
市
に

移
築
さ

れ

て

住
居
と

し

て
使
わ

れ

て

い

ま

し

た

が
、

私

が
平
成
五
年
に

訪
ね

た

と

き

に

は

す

で

に

廃
屋
で

長
崎
へ
の

再
移
築
も
不
可
能
な

状
態

で

し

た
。

こ
の

の

ち

旧
宅
は

取
り
壊
さ

れ

て
現
存
し

ま

せ

ん

が
、

三
〇
分
の

一
の

模
型

が

長
崎
市
歴
史
民
族
資
料
館
に

展
示
さ

れ

て

い

ま

す
の

で
、

長
崎
を

訪
ね

た

時
に

ぜ

ひ

ご

覧
く

だ

さ

い

（
上
銭
座
町
三―

一
、

市
電
茂
里
町
下
車

）
。

旧
宅
跡
の

碑
か

ら

約
三
〇
〇
メ

ー

ト

ル
北
へ
歩
く

と

興
善
町
六
丁
目
の

角
に

自
治
会

館
が

あ

り
、

道
を

隔
て

た

左
側
は

興
善
町
三
丁
目
の

長
崎
消
防
局
で

す
。

自
治
会
館
の

角
に

「
近
代
活
版
印
刷
発
祥
之
地　

新
街
活
版
所
跡
★
図
八

」

と

い

う

碑
が

建
っ

て

い

ま

す
。

こ

こ

が

本
木
昌
造
が

作
っ

た

新
街
私
塾
で

あ

り

新
街
活
版
所
☆
註
一
一

の

跡
で
、
「
上
海
か

ら

明

朝
体
活
字
が

や

っ

て

き

た
」

に

掲
載
し

た

図
七
の

「
崎
陽
新
塾
製
造
活
字
目
録
」

を
印

刷
し

た

印
刷
所
で

す
。

こ
の

活
字
見
本
に

は

仮
名
の

見
本
と

し

て

「
七
号
振
仮
名
」

の

☆
註
一
一
…
…
新
街
活
版
所・他　
本
木
昌
造
が
設
立
し
た
「
新

街
活
版
所
」
は
後
に
東
京
に
進
出
し
株
式
会
社
東
京
築
地
活
版

製
造
所
と
な
り
、
日
本
の
明
朝
体
活
字
の
改
刻
・
洗
練
を
担
っ

た
が
、
営
業
不
振
を
も
っ
て
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
清
算
。

本
木
昌
造
の
事
績
調
査
に
生
涯
を
か
け
た
三
谷
幸
吉
は
自
著

『
本
木
昌
造
平
野
富
二
詳
伝
』（
昭
和
八
年
、詳
伝
頒
布
刊
行
会
）

の
な
か
で
、
社
名
の
変
遷
を
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

　

長
崎
新
塾
出
張
活
版
製
造
所
、
平
野
活
版
所
、
築
地
活
版
所
、

築
地
活
版
製
造
所
、
有
限
責
任
東
京
築
地
活
版
製
造
所
、
株
式

会
社
東
京
築
地
活
版
製
造
所

四角のなかに押し込めること



四角のなかに押し込めること

★
図
八
…
…
明
治
二
〇
年
代
の
長
崎
市
略
図
。
中
央
や
や
左
に

「
新
町
活
版
所
」、
右
に
出
島
。
出
島
の
東
側
は
す
で
に
埋
め
立

て
ら
れ
て
地
続
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

み

が

掲
載
さ

れ
、

初
号
か

ら

五
号
ま

で

は

漢
字
だ

け

し

か

載
っ

て

お

り

ま

せ

ん
。

七
号

振
仮
名
の

左
に

は

四
号
で

組
ま

れ

た

八
行
の

宣
伝
文
が

あ

り

ま

す

が
、

こ

こ

に

は

明
朝

体
漢
字
の

な

か

に

ち

ょ

っ

と

見
慣
れ

な

い
変
わ

っ

た
仮
名
が

一
六
字
は

い

っ

て

い

ま

す
。

二
〇



二
一

「
も

（
毛
）」
「
の

（
乃
）」
「
わ

（
和
）」
「
へ

（
遍
）」

な

ど

は

い

わ

ゆ

る

変
体
仮
名
☆
註
一
二

で

す

し
、「
ハ

Ψ
」

は

カ
タ

カ

ナ

と

繰
り
返
し

記
号
の

組
み
合
わ

せ

で

「
は

ば
」

と

読
み

ま

す
。

漢
字
は

上
海
に

あ

っ

た

美
華
書
館
所
有
の

明
朝
体
活
字
の

複
製
で

あ

っ

た

こ

と

は

前
回

書
き

ま

し

た
。

で

は

美
華
書
館
に

仮
名
活
字
は

あ

っ

た
の

で

し

ょ

う

か
。

普
通
に

考
え

れ

ば

こ
の

当
時
（
明
治
維
新
前

後
で

す

が

）
の

中
国
に

早
く

か

ら

仮
名
活
字
が

あ

っ

た

と

は

思
い

に

く

い
の

で

す

が
、

五
号
漢
字
に

あ

う

カ
タ

カ

ナ

活
字
が

一
種
類
だ

け

あ

り

ま

し

た
。

こ

れ

は

慶
応
三
（
一
八
六
七
）

年
に

美
華
書
館
で

印
刷
さ

れ

た

ヘ

ボ
ン

☆
註
一
三

の

『
和
英
語
林
集
成
』

を

組
む

た

め

に

岸
田
吟
香
☆
註
一
四

が

版
下
を
書
い

た

よ

う

で

す
。

そ
の

版
下
を

も

と

に

種
字
を

彫
り

母
型
を

作
っ

た

と

思
わ

れ

ま

す

が
、

ひ

ら

が

な

は

作
っ

て

お

り

ま

せ

ん
。

日
本
文
を
綴
る
の

に

は

ひ

ら

が

な

は

不
可
欠
で

す
。

ウ
イ

リ

ア

ム

・

ギ

ャ

ン

ブ

ル

は

本
木
昌
造
た

ち

に

活
字
製
法
の

大
略
を

教
え

ま

し

た

が
、

極
東
の

一
小
国
の

文
字
、

ひ

ら

が

な

に

つ

い

て
、

自
分
が

帯
同
し

て

き

た

漢
字
活
字
に

合
う
字
形
は

ど

う

い

う

も
の

が

よ

い

か

と

い

う

ア
イ

デ

ィ

ア

や

見
識
を
持
っ

て

来
日
し

た

と

は

考
え

に

く

い
。

し

ぜ

ん

本
木
た

ち
日
本
人
が

独
力
で

字
形
を

模
索
し

具
体
化
す

る

こ

と

が

求
め

ら

れ

た

は

ず

で

す
。

美
華
書
館
か

ら

輸
入
し

た

漢
字
活
字
の

文
字
面
は

正
方
形
で

す
。

こ
の

漢
字
活

字
に

合
わ

せ

る

仮
名
活
字
も

当
然
正
方
形
に

な

ら

ざ

る

を

得
ま

せ

ん
。

漢
字
活
字
を

眺

め

る

本
木
た

ち

に

と

っ

て
、

い

ま

ま

で

ひ

ら

が

な

を

正
方
形
の

中
に

一
字
づ

つ

書
く

と

い

う

発
想
も

経
験
も

な

か

っ

た

で

し

ょ

う
。

ひ

ら

が

な

は

常
に

連
続
し

て

書
か

れ

る

連

綿
体
で

あ

り
、

組
み

合
わ

せ

る

文
字
、

運
筆
の

速
度
に

よ

っ

て

字
形
は

変
化
し

ど

れ

ひ

と

つ

と

し

て

同
じ

も
の

は

な

い
の

で

す
。

手
書
き

文
字
が

一
字
種
多
字
形

☆
註
一
五
・
★
図
九

で

あ

る
の

に

た

い

し

て

活
字
は

基
本
的
に

は

一
字
種

一
字
形
で

す
。

本
木
た

ち

は

ひ

ら

が

な
の

字
形
を

ど

う

す

る

か
大
い

に

悩
ん

だ
の

で

は

四角のなかに押し込めること

☆
註
一
二
…
…
変
体
仮
名　
『
広
辞
林
』
で
は
「
普
通
の
平
が
な

と
ち
が
う
字
体
の
か
な
。
漢
字
の
草
体
か
ら
出
て
徹
底
し
た
単

純
化
に
至
る
過
程
に
あ
る
仮
名
」
と
あ
る
。
現
在
見
て
い
る
よ

う
な
ひ
ら
が
な
の
字
形
に
な
る
前
の
段
階
の
姿
。
J
I
S
の
規

格
に
は
な
く
P
C
で
は
打
ち
出
せ
な
い
。

☆
註
一
三
…
…
ヘ
ボ
ン　
ヘ
ボ
ン
、
漢
字
で
は
「
平
文
」
と
書

く
。
ア
メ
リ
カ
長
老
教
会
宣
教
師
で
眼
科
医
、
本
名
はJam

es 
Curtis H

epburn

（1815-1911

）。
一
八
五
九
年
来
日
、
は

じ
め
神
奈
川
宿
の
成
仏
寺
に
住
み
、
近
く
の
宗
興
寺
を
施
療
所

と
し
、
後
に
横
浜
居
留
地
に
移
る
。
岸
田
吟
香
を
助
手
と
し
て

『
和
英
語
林
集
成
』
を
編
集
し
、
上
海
の
美
華
書
館
で
印
刷
。
初

版
一
、二
〇
〇
部
と
い
う
。
版
権
を
二
、〇
〇
〇
ド
ル
で
丸
善
に

譲
り
、
そ
の
金
額
を
明
治
学
院
に
寄
付
し
ヘ
ボ
ン
館
が
建
て
ら

れ
る
。
初
代
明
治
学
院
大
学
総
理
。
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
の
生

み
の
親
。
一
九
一
一
年
九
月
二
一
日
午
前
五
時
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
イ
ー
ス
ト
オ
レ
ン
ジ
の
自
宅
で
死
去
。
同
日
早
朝
ヘ
ボ

ン
館
は
火
災
に
よ
り
炎
に
包
ま
れ
た
。

☆
註
一
四
…
…
岸
田
吟
香　
岸
田
吟
香
が
ヘ
ボ
ン
と
知
り
合
っ

た
の
は
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
四
月
で
あ
っ
た
。
し
つ
こ
い

眼
病
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
吟
香
は
、
治
療
の
た
め
ヘ
ボ
ン
の
施

療
所
を
訪
れ
点
眼
の
治
療
を
う
け
た
と
こ
ろ
、
七
日
ほ
ど
で
全

快
。
ヘ
ボ
ン
の
清
ら
か
な
人
格
に
う
た
れ
辞
書
編
纂
の
助
手
と

な
っ
た
。
上
海
か
ら
横
浜
に
帰
っ
て
の
ち
、
ヘ
ボ
ン
の
許
可
を

得
て
点
眼
薬
「
精
錡
水
」
を
日
本
と
上
海
で
売
り
出
し
た
。

☆
註
一
五
…
…
字
体
・
字
形
・
書
体　
私
は
字
体
は
そ
の
字
が

そ
の
と
う
り
に
読
め
る
文
字
の
骨
組
み
と
解
釈
し
て
い
る
。
書

体
は
字
体
に
あ
る
一
定
の
意
匠
を
施
し
た
も
の
で
、
そ
の
結
果

明
朝
体
・
ゴ
シ
ッ
ク
体
な
ど
が
生
ま
れ
る
。
字
体
は
当
用
漢
字

字
体
表
を
見
て
も
わ
か
る
と
う
り
細
丸
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
記
さ

れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
す
る
と
字
体
も
書
体
で
表
現

す
る
ほ
か
な
い
か
。JIS X 0213 : 2000

『
情
報
交
換
用
符
号

化
拡
張
漢
字
集
合
』
の
定
義
で
は
「
字
体　

図
形
文
字
の
図
形

表
現
と
し
て
の
形
状
に
つ
い
て
の
抽
象
的
概
念
」「
字
形　

字

体
を
、
手
書
き
、
印
字
、
画
面
表
示
な
ど
に
よ
っ
て
実
際
に
図

形
と
し
て
表
現
し
た
も
の
」
と
す
る
。
字
形
は
形
そ
の
も
の
と

い
う
こ
と
か
。



二
二

四角のなかに押し込めること

★
図
九
…
…
た
と
え
ば
「
あ
」
を
『
か
な
大
字
典
』（
柏
書
房
刊
、

一
九
七
七
年
）
で
見
て
み
る
と
、
い
か
に
豊
か
な
字
形
が
生
み

出
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
活
字
化
と
は
単
一

化
・
固
定
化
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
手
書
き
の
息
づ
か
い
を

い
か
に
盛
り
込
む
か
に
苦
心
す
る
。



二
三

な

い

か

と

想
像
す

る
の

で

す

が
、

い

か

が

で

し

ょ

う
。

あ

く

ま

で

も

想
像
の

域
を
出
な

い
の

で

す

が
、

ま

ず

自
分
た

ち

が
普
段
書
い

て

い

る

ひ

ら

が

な
、

あ

る

い

は

身
近
の

能

筆
家
の

書
く

ひ

ら

が

な

を

思
い

浮
か

べ

た

と

思
い

ま

す
。

ギ

ャ

ン

ブ

ル

か

ら

習
っ

た

活

字
用
種
字
の

作
り

方
に

忠
実
に

倣
い
、

ま

ず

毛
筆
手
書
き
の

文
字
を

書
い

て

そ

れ

を
版

下
と

し

て

木
彫
種
字
を

彫
っ

た

は

ず

で

す
。

で

は

そ
の

字
形
は

ど

ん

な

も
の

で

あ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か
。

す

こ

し

年
代
が
下
り

ま

す

が
、

明
治
二
三
（
一
八
三
〇
）

年
に

長
崎
の

新
町
活
版
所
か

ら

印
刷
刊
行
さ

れ

た

『
増
補
再
版
新
々
長
崎
美
や

げ

★
図
一
〇

』

を

あ

げ

る

こ

と

が

で

き

ま

す
。

そ

こ

に
使
わ

れ

て

い

る

仮
名
活
字
は

本
木
が

自
力
で

作
っ

た

も
の

で

す
。

そ
の

版
下
を
書
い

た
の

は

本
木
昌
造
の

友
人
池い
け

原は
ら

香か

稚わ
か

だ

と

い

わ

れ

て

い

ま

す
。

活
字

研
究
者
三
谷
幸
吉
は

自
著
の

中
で
「
池
原
香
稚
氏
は

本
木
昌
造
先
生
の

活
字
（
平
仮
名
）

の

種
字
を

揮
毫
せ

ら

れ

た

ひ

と

で

あ

る
」

と

書
い

て

お

り
、

私
も

本
木
活
字
を

収
蔵
す

る

長
崎
諏
訪
神
社
「
諏
訪
の

杜
文
学
館
」

で

池
原
香
稚
の

書
簡
を
閲
覧
い

た

し

ま

し

た

が
、

た

し

か

に
字
形
は

同
じ

で

し

た
。

こ
の

書
体
は

「
和
様
」

と

よ

ば

れ

て

い

た

と

三

谷
幸
吉
は

記
し

て

い

ま

す
。

『
長
崎
ぶ

ら

ぶ

ら

節
』
の

主
人
公
古
賀
十
二
郎
は

実
在
の

人
物
で

す

が
、古
賀
も
「
本

木
氏
が
、
池
原
香
穉
（
引
用
者
註
「

稚
」

の

か

わ

り

に

「
穉
」

と

書
く

場
合
も

あ

る

）
に

行
体
の

漢
字
や

平
仮
名
な

ど

書
か

せ
、

之
を

活
字
に

製
造
し

て

用
ゐ

て

ゐ

た

事
な

ど
決
し

て

遺
却
し

て

は

な

ら
ぬ
」

と
書
い

て

い

ま

す
。

ま

た

こ
の

『
増
補
再
版
新
々
長
崎
美
や

げ
』

を

印
刷
す

る

と

き

に

は

本
木
昌

造
が
苦
心
し

て

作
っ

た
活
字
を

で

き

る

だ

け
使
う

こ

と

と

し
、

そ
の

た

め

に

活
版
所
の

人
々
に

命
じ

て

初
期
の

活
字
を

揃
え

さ

せ

た

と

も
書
い

て

い

ま

す
。

　

『
増
補
改
訂
長
崎
美
や

げ
』

を

組
ん

で

い

る
行
書
活
字
と

「
和
様
」

仮
名
は

最
も

初

期
の

制
作
に

な

る

も
の

な
の

で

す
。

図
版
を

見
て

い

た

だ

け

れ

ば

わ

か

る

と

思
い

ま

す

四角のなかに押し込めること



四角のなかに押し込めること

二
四

★
図
一
〇
…
…
『
増
補
再
版
新
々
長
崎
美
や
げ
』
明
治
二
三
年

二
月
刊
。
著
者
鈴
木
力
、
印
刷
者
境
賢
治
、
発
売
元
新
町
活
版

所
（
長
崎
県
長
崎
市
新
町
四
番
戸
）
一
一
七
頁
。
使
用
書
体
は

初
版
序
は
五
号
明
朝
体
、
仮
名
は
築
地
前
期
五
号
。
再
版
序
は

三
号
行
書
（「
崎
陽
新
塾
活
字
製
造
目
録
」
中
の
三
種
の
三
号
見

本
の
左
端
の
書
体
）。
本
文
は
四
号
明
朝
体
、
仮
名
は
和
様
。
最

終
頁
の
寄
稿
文
は
三
号
楷
書
と
和
様
。
四
号
和
様
仮
名
は
明
治

四
（
一
八
七
一
）
年
刊
行
の
『
法
普
戦
争
誌
畧
』（
渡
六
之
助
著
）

な
ど
に
す
で
に
使
わ
れ
て
い
る
。 

﹇
二
四
〜
二
七
頁
﹈



二
五

四角のなかに押し込めること

★
図
一
〇



二
六

四角のなかに押し込めること

★
図
一
〇



二
七

四角のなかに押し込めること

★
図
一
〇



二
八

が
、

た

し

か

に

正
方
形
の

中
に

入
れ

て

い

ま

す
。

上
下
方
向
は

だ

い

た

い

同
じ

大
き

さ

に

近
づ

い

て

い

ま

す

が
、

字
形
と

左
右
幅
は

仮
名
固
有
の

姿
を

色
濃
く
残
し

て

い

ま

す
。

水
平
垂
直
の

格
子
構
造
で

定
型
化
が

進
ん

だ

明
朝
体
漢
字
の

字
形
に

く

ら

べ

て
、

仮
名

は

線
幅
が
細
く

い

か

に

も

毛
筆
時
代
の

ス
タ

イ

ル

を

踏
襲
す

る
不
定
型
で

す
。

今
の

明

朝
体
を

見
慣
れ

た

目
に

は

漢
字
に

た

い

し

て

仮
名
の

ス
タ

イ

ル

が

違
っ

て

い

て

な

ん

だ

か

変
だ

な

と

思
う

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が
、

明
治
初
年
の

人
に

は

む

し

ろ

漢
字
の

ほ

う

が

気
持
ち

悪
か

っ

た
の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か
。

本
木
昌
造
の

あ

と

を

つ

い

だ

平
野
富
二
☆
註
一
六

は

明
朝
体
漢
字
と

仮
名
活
字
の

改
刻
を

お

し

進
め

て

い

き

ま

す
。

の

ち

に

「
築
地
体
」

と

呼
ば

れ
、

日
本
の

活
字
書
体
を

牽
引
す

る

書
体
の

第
一
歩
は
、

上
海
美
華
書
館
の

漢
字
と
図
一
〇
で

見
た

よ

う

な

日
本
の

毛
筆
仮

名
を
大
き

く

逸
脱
し

な

い

仮
名
の

組
み
合
わ

せ

で

始
ま

り

ま

し

た

が
、

そ

れ

と

ほ

ぼ

同

時
期
に

も

っ

と

正
方
形
に

近
い

字
形
の

仮
名
も

作
ら

れ

て

い

ま

し

た

★
図
一
一

。

池
原
香
稚
版
下

の

仮
名
は

二
号
・
三
号
・

四
号
で

す

が
、

も

う

一
種
の

仮
名
は

五
号
用
で

す
。

こ
の

五

号
用
の

仮
名
と

池
原
香
稚
仮
名
を

く

ら

べ

て

み

て

く

だ

さ

い
。

字
形
の

作
り

方
は

近
い

の

で

す

が
、

ず

い

ぶ

ん

と

正
方
へ
の

指
向
が

見
え

ま

す

し
、

左
右
に

振
れ

る
文
字
が

少

な

く

な

り

行
の

中
で

し

っ

か

り

と

直
立
し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

と

思
い

ま

す
。

し

か

し

ま

だ

定
型
化
し

た

と

い

う

段
階
で

は

な

く
、

試
行
錯
誤
の

段
階
だ

と

感
じ

ま

す
。

平

野
活
版
は

や

が

て

こ
の

五
号
仮
名
も

捨
て

去
り
、

新
し

い
五
号
仮
名
を
使
い

始
め

ま

す
。

こ

れ

が

府
川
充
男
氏
が

名
付
け

た

「
築
地
体
前
期
五
号
仮
名
」

で

す
。

大
日
本
ス

ク

リ

ー

ン

製
造
が

リ

リ

ー

ス

し

た

「
日
本
の

活
字
書
体
名
作
精
選
」

収
録
の

一
書
体
で
、

前

回
の

文
章
の

P
D
F
は

今
回
復
刻
し

た

そ
の

「
築
地
体
前
期
五
号
仮
名
」

で

組
ん

で

あ

り

ま

す
。

こ
の

仮
名
書
体
が

い

つ

作
ら

れ

た
の

か

は

残
念
な

が

ら

私
に

は

わ

か

り

ま

せ

☆
註
一
六
…
…
平
野
富
二　
本
木
昌
造
の
あ
と
を
継
い
で
活
版

印
刷
と
活
字
製
作
を
軌
道
に
乗
せ
た
。
築
地
活
版
の
隆
盛
は
平

野
富
二
の
才
覚
に
よ
る
。
ま
た
造
船
に
も
力
を
入
れ
平
野
造
船

所
を
作
る
。
石
川
島
造
船
所
は
そ
の
後
裔
で
あ
る
。

★
図
一
一
…
…
『
東
京
日
々
新
聞
』
第
五
四
一
号　
使
用
活
字

は
平
野
活
版
の
五
号
。『
東
京
日
々
新
聞
』
は
明
治
六
年
一
一
月

二
四
日
第
五
四
〇
号
か
ら
平
野
活
版
の
活
字
に
切
り
替
え
た
。

第
五
三
九
号
ま
で
は
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
講
習
を
受

け
た
人
々
の
一
部
が
拠
る
勧
工
寮
（
後
の
大
蔵
省
印
刷
局
）
の

活
字
を
使
っ
て
い
た
。 

﹇
二
九
・
三
〇
頁
参
照
﹈

四角のなかに押し込めること



四角のなかに押し込めること

二
九



四角のなかに押し込めること

三
〇



三
一

ん

が
、

府
川
充
男
氏
の

調
査
に

よ

れ

ば
、

明
治
七
（
一
八
七
四
）

年
五
月
一
四
日
第
六
八

七
号
の

『
東
京
日
々
新
聞
★
図
一
二

』

に

使
わ

れ

た
の

が
最
初
で

は

な

い

か

と

い

う

こ

と

で

す
。

　
『
法
普
戦
争
誌
畧
』

に

使
わ

れ

た

明
治
四
年
以
降
約
四
年
間
で

三
種
類
の

仮
名
を

作

っ

た
の

は

興
味
深
い

こ

と

で

す
。

は

じ

め

は

毛
筆
仮
名
そ
の

も
の

で

し

た
。

次
に

登
場

し

た
の

は

毛
筆
仮
名
か

ら

す

こ

し

は

な

れ

て

定
型
化
を

目
指
す

字
形
を

と

り

は

じ

め

た

も
の
、

そ

し

て

明
治
七
年
に

出
現
し

た

「
築
地
体
前
期
五
号
仮
名
★
図
一
三

」

は
、

現
在
に

続
く

明
朝
体
仮
名
の

方
向
を
決
定
づ

け

た
書
体
と

い

う

こ

と

が

で

き

る
の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か
。

こ
の

五
号
仮
名
は

こ
の

の

ち

部
分
的
な

改
良
が

な

さ

れ
、

字
形
も

わ

ず

か

に

変

化
し

な

が

ら

日
本
全
国
へ

広
が

っ

て

い

き

ま

し

た
。

い

ま

詳
し

く

見
て

み

る

と
、

文
字

に

は

大
小
が

あ

り

す

こ

し

右
上
が

り
の

造
形
に

感
じ

ま

す

が
、

傾
き

に
統
一
性
が

な

い

よ

う

で

す
。

し

か

し

毛
筆
仮
名
の

線
の

躍
動
感
を

生
か

し

な

が

ら

無
理
な

く

正
方
形
に

ま

と

め

て

い

る

彫
り

師
の

腕
は

見
事
だ

と

思
い

ま

す
。

明
治
二
年
に

活
字
製
法
を

初
め

て

習
い
、

わ

ず

か
五
年
で

こ

こ

ま

で
の

姿
形
を
作
る

こ

と
の

で

き

た

彫
り

師
は

い

っ

た

い

誰
で

あ

っ

た
の

で

し

ょ

う

か
。

残
念
な

が

ら
記
録
は

な

く

無
名
の

職
人
と

い

う

ほ

か

あ

り

ま

せ

ん
。

日
本
の

活
字
書
体
は

誰
に

も

知
ら

れ

な

い

無
名
の

職
人
の

努
力
に

よ

っ

て

支
え

ら

れ

て

き

た
の

で

す
。

話
が

す

こ

し

そ

れ

ま

し

た

ね
。

こ
の

前
期
五
号
仮
名
を

い

っ

そ

う

洗
練
さ

せ

た
の

が

「
築
地
体
後
期
五
号
仮
名
★
図
一
四

」

で

す
（
こ
の

文
章
は

覆
刻
し

た

後
期

五
号
で

組
ん

で

あ

り

ま

す

）
。

多
分
明
治
三
〇
年
代
に

作
ら

れ

た

と

思
い

ま

す

が
、

正
確

な

完
成
年
代
と

彫
り

師
の

名
前
は

わ

か

り

ま

せ

ん
。

毛
筆
仮
名
の

自
由
さ

と

定
型
化
の

微
妙
な

バ

ラ

ン

ス
の

上
に

立
っ

た

姿
形
は
、

正
方
形
の

中
へ

無
理
な

く

配
置
さ

れ
、

自

然
な
美
し

い
線
質
と

あ

い

ま

っ

て
日
本
の

活
字
書
体
の

中
で

も

優
れ

た

書
体
と

い

っ

て

よ

い

で

し

ょ

う
。

こ
の

書
体
の

影
響
は

現
在
の

デ

ジ
タ

ル

フ

ォ

ン

ト
の

中
に

も

数
多
く

四角のなかに押し込めること

★
図
一
二
…
…
「
築
地
体
前
期
五
号
仮
名
」
を
使
っ
て
い
る
『
東

京
日
日
新
聞
』
明
治
一
一
年
九
月
二
日
第
二
〇
二
四
号
。
二
段

目
に
ヘ
ボ
ン
の
辞
書
の
編
纂
に
協
力
し
た
岸
田
吟
香
の
名
前
が

見
え
る
。
こ
の
当
時
は
東
京
日
日
新
聞
の
記
者
。 

﹇
三
二
頁
参
照
﹈



三
二

四角のなかに押し込めること



三
三

四角のなかに押し込めること

★
図
一
三
…
…
総
数
活
字
見
本
『
五
号
明
朝
活
字
書
体
見
本　

全
』 

築
地
活
版
製
造
所
、
明
治
二
七
年
六
月
改
正
。



三
四

★
図
一
四
…
…
総
数
活
字
見
本
『
五
号
明
朝
活
字
総
数(

破
損
に
よ
り
以
下
不
明)

』 

築
地
活
版
製
造
所
、
大
正
二
年
三
月
改
正
。

四角のなかに押し込めること



三
五

見
ら

れ

ま

す

が
、

そ
の

中
で

も

写
研
の

写
植
書
体
石
井
明
朝
体M

M
-A-O

KL/O
KS

が

代

表
的
な

も
の

と

言
え

る

で

し

ょ

う
。

築
地
活
版
の

仮
名
書
体
は

三
系
統
に

分
け

る

こ

と

が

で

き

ま

す
。

ひ

と

つ

は

毛
筆
書

の

伝
統
を

受
け

継
い

だ
字
形
を

色
濃
く
残
し

た

「
築
地
体
三
号
細
仮
名
☆
註
一
七

」

に

見
ら

れ

る

流
麗
な
書
体
と
、

ひ

と

つ

は
手
書
き

か

ら
離
れ

て
字
形
を
整
理
し

つ

つ

正
方
形
化
に

向

か

う

も
の
、
こ
の

代
表
が
「
築
地
体
初
号
仮
名
☆
註
一
八

」
「
築
地
体
三
十
五
ポ
イ

ン

ト

仮
名
☆
註
一
九

」
「
築

地
体
三
号
太
仮
名
☆
註
二
〇

」

で

す
。

そ

し

て

こ
の

両
者
の

中
間
タ

イ

プ

が

「
築
地
体
一
号
太
仮

名☆
註
二
一」

で
、

手
書
き

に

若
干
振
れ

た
字
形
で

す
。
「
前
期
五
号
」
「
後
期
五
号
」

は

こ
の

中

間
タ

イ

プ

に
属
す

る

も
の

で
す
（
サ
イ

ト
の

書
体
見
本

を

ご

覧
く

だ

さ

い

）
。

見
出
し

用
書
体
は

あ

く

ま

で

正
方

形
へ
の

定
型
化
を

い

っ

そ

う
進
め

た

も
の
、

本
文
用
書
体
は

毛
筆
手
書
き
の

味
を

残
し

た

も
の

と

い

う

設
定
は

今
で

も

興
味
深
い

も
の

で

す
。

仮
名
の

毛
筆
手
書
き

か

ら

活
字
へ

の

移
行
は
、

そ

れ

ぞ

れ

の

文
字
が

持
つ

固
有
の

形
・
大
き

さ

を

正
方
形
の

な

か

に

押
し

込
め
、

大
き

さ

を

揃
え

る

方
向
で
字
形
に

手
を

加
え

る

と

い

う

作
業
で

し

た
。

そ
の

作
業
は
、

大
胆
な

ア
イ

デ

ア

と

細
心
の

デ

ザ
イ

ン

処
理
能
力
を

持
っ

た

無
名
の

職
人
が
、

印
刷
適
性
を

み

す

え

た
合
理
的
な
字
形
を

生
み

出
す
苦
闘
の

歴
史
と

い

っ

て

よ

い
の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か
。

私
達
は

そ
の

成
果
を
今
享
受
し

て

い

る
の

で

す
。

☆
註
一
七
…
…
築
地
体
三
号
細
仮
名　
日
本
人
が
受
け
入
れ
や

す
い
毛
筆
仮
名
の
伝
統
を
取
り
入
れ
て
活
字
化
し
た
書
体
。
文

字
固
有
の
大
き
さ
を
残
し
て
、
流
れ
る
よ
う
な
運
筆
は
今
見
て

も
美
し
く
、
現
在
の
タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
は
作
れ
な
い
字
形

で
あ
る
。
一
号
、
二
号
も
こ
の
字
形
の
仮
名
を
持
つ
。

☆
註
一
八
…
…
築
地
体
初
号
仮
名　
明
治
二
〇
年
代
に
は
完
成

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
金
属
活
字
最
大
の
サ
イ
ズ
の
仮
名
書
体
。

字
形
の
整
理
と
い
い
、
曲
線
の
緊
張
感
と
い
い
、
こ
れ
以
降
出

現
し
た
大
型
の
金
属
活
字
・
写
植
書
体
・
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト

の
ど
の
特
太
明
朝
体
も
こ
の
書
体
を
凌
駕
で
き
な
い
。
堂
々
た

る
存
在
感
を
持
つ
優
秀
書
体
。

☆
註
一
九
…
…
築
地
体
三
十
五
ポ
イ
ン
ト
仮
名　
三
五
ポ
イ
ン

ト
は
新
聞
活
字
の
五
・
五
倍
。
本
来
の
大
き
さ
は
三
六
ポ
イ
ン

ト
で
、
そ
れ
を
一
ポ
イ
ン
ト
小
さ
い
活
字
表
面
に
鋳
込
ん
だ
も

の
。
字
形
は
流
麗
、
触
れ
れ
ば
は
じ
け
る
よ
う
な
曲
線
の
緊
張

感
は
す
ば
ら
し
い
。

☆
註
二
〇
…
…
築
地
体
三
号
太
仮
名　
三
五
ポ
イ
ン
ト
仮
名
と

同
じ
彫
り
師
か
、
あ
る
い
は
そ
の
直
系
の
弟
子
に
よ
る
も
の
か
。

書
体
の
性
質
は
近
く
、
三
五
ポ
イ
ン
ト
よ
り
も
抑
制
が
き
い
た

字
形
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
太
仮
名
は
三
号
ゴ
シ
ッ
ク
体

と
混
植
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

☆
註
二
一
…
…
築
地
体
一
号
太
仮
名　
一
号
に
組
み
合
わ
せ
る

正
規
の
仮
名
は
三
号
細
仮
名
と
同
じ
字
形
の
書
体
で
あ
る
。
ア

ン
チ
ッ
ク
体
に
近
い
使
わ
れ
方
を
目
指
し
た
も
の
か
。
手
書
き

に
振
れ
た
字
形
で
、
文
字
固
有
の
形
を
残
し
脈
絡
も
生
か
し
て

お
り
、
正
方
形
を
意
識
す
る
築
地
活
版
の
大
型
活
字
の
な
か
で

も
個
性
的
で
あ
る
。
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